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　化学的合成品である合成着色料の主たる食用タール色素

はタール色素12品目とそのアルミニウムレーキ8品目が食

品添加物として指定されており，その販売などに当たって製

品検査が必要とされ，検定に合格した検体の申請数量のみが

販売されている．

　わが国における食用タール色素の製品検査は昭和23年に

国立衛生試験所（現国立医薬品食品衛生研究所）で始まっ

たが，昭和28年には東日本の製造者分は東京本所で，西日

本の製造者分は大阪支所で検査を実施することになり，更に

平成2年から全ての製品検査は大阪支所食品試験部で一括し

て検査されてきた1-13)．しかし，平成16年2月27日の食品衛

生法施行令の改正14) により，国立機関での製品検査が終了

することになった．したがって，平成15年度 (F.Y.2003) は

当所への食用タール色素の申請数量により，検定に合格した

食用タール色素の製造量が把握できる最終年度である．

　各保健所からの申請手続き回数及び申請件数はロットサ

イズの規制が無制限15) になって以来，斬時減少傾向9-13) で

あったが，Table1に示したように平成15年度 (F.Y.2003) は

62回及び197件に増加した．

　平成15年度 (F.Y.2003) に申請された検体の内訳は，食

用赤色2号 (R-2), 5件; 食用赤色3号 (R-3), 9件; 食用

赤色40号 (R-40), 3件; 食用赤色102号 (R-102), 29件;

食用赤色104号 (R-104), 9 件; 食用赤色105号 (R-105),

2件; 食用赤色106号 (R-106), 16 件; 食用黄色4号 (Y-

4), 47件; 食用黄色5号 (Y-5), 22件; 食用緑色3号 (G-

3), 1件; 食用青色1号 (B-1), 24件; 食用青色2号 (B-2)

, 6 件; 食用赤色3号アルミニウムレーキ (R-3Al), 3 件;

食用赤色40号アルミニウムレーキ (R-40Al), 2件;食用黄

色4号アルミニウムレーキ (Y-4Al), 7 件; 食用黄色 5号

アルミニウムレーキ (Y-5Al), 4 件; 食用青色 1号アルミ
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ニウムレーキ(B-1Al), 5件; 食用青色2号アルミニウムレー

キ(B-2Al), 3件であった．

　タール色素及びタール色素レーキは，第７版食品添加物

公定書 (JSFA-VII)16) に含量，性状，確認試験，純度試験

〔水不溶物，塩化物及び硫酸塩，ヨウ化物，臭化物，重金属，

ヒ素，バリウム，他の色素（ろ紙クロマトグラフィーによ

る)，副成色素，未反応原料及び反応中間体（高速液体クロ

マトグラフィーによる）〕及び乾燥減量の規格値が設定され

ている．試験した検体のうちR-104の2検体中の臭化物が規

格値を超えて不合格となり，他は全て合格であった．平成15

年度 (F.Y.2003) に申請された検体のうち合格した195検体

について，各色素毎に月別及び製造者別の製造量統計を作成

した．各色素の月別製造量を Table 2に，製造者別製造量を

Table 3に示した．

　総量は平成14年度 (F.Y.2002) 113.6トンから平成15年

度 (F.Y.2003) 147.9トンに上昇した．

　各色素別では製造量の多いものからY-4，R-102，Y-5であ

り，第3位まではここ13年間1-13) 変化していなかった．平

成13年度 (F.Y.2001) には製造されていなかったR-40Al 12)

は平成14年度 (F.Y.2002) に引き続き平成15年度も製造さ

れた．また平成14年度 (F.Y.2002) には製造されていなかっ

たG-3は，平成8年度 (F.Y.1996) 7) 製造以来5年振りの平

成13 年度 (F.Y.2001) 12) に製造されていたが，平成15 年

度 (F.Y.2003) は2年振りの不規則な製造であった．しかし，

ここ13年間製造されていなかった食用赤色2号アルミニウ

ムレーキ (R-2Al) 及び食用緑色 3号アルミニウムレーキ

(G-3Al) 1-13) は平成 15年度 (F.Y.2003) も製造されなかっ

た．

月別での色素製造量において，例年になく 1 月及び2 月に

種々の色素の製造が見られた．

　色素別製造量は，第1位のY-4が48.2トン (色素別比率

42.5%) から 61.7トン (41.7%)，第2位の R-102も24.2ト

ン (21.3%) から37.3トン (25.2%) と増加し，第3位のY-

5は20.0トン (17.6%) から20.5トン (13.8%) と僅かなが

ら増加した．第4位はめずらしくB-1の8.0トン (5.4%)，第

5位は R-106の4.2トン (2.8%)であり，それらの製造量合

計は131.7トンであり，総製造量の89.0%であった.

　製造者別では平成14年度 (F.Y.2002) の製造量が多かっ

たB社が平成15 年度 (F.Y.2003) は第 2位となった．平成

14年度 (F.Y.2002) には製造していなかった H社及び I社

が新たに製造しており，ここ数年少量ながら製造し続けて来

た J社6-13) は平成15年度 (F.Y.2003) には製造していなかっ

た．年間製造量の少ない製造者は毎年申請しているわけでな

く，平成15年度 (F.Y.2003) の申請製造者は９社であった．

　製造者別製造量は，第1位のA社は15.9トン増加の51.5

トン (製造者別比率34.8%) となり，第2位のB社は4.8ト

ン減少の37.1トン (25.1%) であり，第3位の C社は10.9

トン増加の30.6トン (20.7%) と倍近く増加していた．
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